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E －3　　富ム県 における栗 家(  そ・2  ）一 黒部 川扇状地/匹It  作 付 住居一

富 ム八執%　　 新 福 祐 子

1. 研 究目的　 前駆 の砺 浪散対 にっブいズ、 今回(f それ と比軟 寸i   八め 影仲川廟大

地 に点 在寸る入 岑 剱々寸にフ ヽヽ て調 査 り 予斥っ≒ この地域 ぱ特 に目次環 境 に恵まれず

その上加賀瀋 のひざ許 の砺 銭､よりむしろ社会 的制約 もきび’しく、農民の生活 は相当圧

之 これい 酉ヽものZ. 考えられる。 その中x" どのように散 付住后 が形 軟 され ズ冬T- ヵヽ 、

そ川 士まい の粂化 の中ヵヽ ら農村 のを老 。過程 を追が するこ とびS 的であ 乱

2. 調 査方法　 玄ム県入 善町新屋 釦 戸、上野卵 戸につい て戸別訪 問I'-よる調 査 を行

察っ≒ 調 を 辛項 は住居規模 、配置 、聞熟りとその棄化、部 屋 の使 い方、仕 まい方 な
どであ る。

3.　まとめ　 り散村形 態､の特徴 洙こんもり した屋 敷林 に回 氷れ て家^  が点､在する風

景f' ある 心　 こ
。地1?

 ・ 屋 敷林It 自然・ ままの森 球 が利 用され たものであった。 その

上黒部 川が荒れ川であっ化振め荊状地・ 聞蔀 カベt- /≪." $れ.   友 民の貪 唄さ は 分家阿丈 察

資材ｇ屋 敷林 を利 用也ぎ る を得なヵヽつ≒　t  f-~.分家の分布 七本家5; 中心 にその周辺 で`

行 わ心 同姓 力り たヽ 素つ て坪 を:形式 し。散対 形態 は全 容､によっ て（ ずさ れてい つ托。

2）間黙り<7)発達も家 を改進 する 際、客 昭一部屋 よ､り 家族の 庖治 胞間 をひろ ずるい うヽ

こ い こ童､4?、がぢヵヽれた。 これも1A t つ は、こ｛ 地 己の仏道 の位 置が`へや･  忿んど 乍ど

の拡張 を可牝 乍らしめ たご考えうれ る。3 ｝鳶 室川更い方は、当初 の昭途別 に乙 りヽ 固

定遠見を 乞く寸゙ し、生活 への適応性の 化め流動的 に多作化し てきr-。 そしt   伝統的珪 意

識 の気 念 偽弱 さ匹 。この地 己の家の歴 史の浅` さを示 してい≒

E －4 追 々 粟村･ ）栗 民吏ヽ楸 にっ・べ　- ―  天穆 ヤり 場 合ヽ一

気 哀ヤ 欠良 咬　O 伍 々 木&■ う み　 気遣* べ 貳　,il   田祁

g 的　 迩 苧 り 薬殺･t  . 米 のH-  象え 飼 心5  誠` 反闇題 ．　兼 芙1 象 の急■漸 々糖年 後 味

恚不S:     な どり 閤題 を≪` ヵ` え 尺 さな転 煥 期に 、き-z い 乱　 各it  A 長政 策If 、 勢k  に無 蝕､今

な た口 集 中 を もr- らしﾐ ｸﾞ.   ぞこ 力ヽ い す他 的1こ発匁T  る住 乞 閤題り し わ よ-tr が. 近 秤

象斟1こ スプ ロ ー･レ狐 現 象 竃?i き 乃ヽ こレ 近対i  殺 ぼ,   暖 島 と£ ?* のft 面 にs づ る £■■達

な 毫(い-  群 沁 しき 蜘ず廬 刻 々絹 政 £ 昼 ＼  てぃ る.    本 報 唇n    .     こ0 ようなI* 問m £ ヵ' ?>ヽ

え､に 迩封t 桐の 今燦り 泉t  ・）方 向杜t  f  汽の 屯54  七灸 識 乞犯 握 す3 為 、 祭良 集 天と理 午

t  肺 象･こ調 肴 を行If. い. 易 寸 の 考 參 £ 加 大　 東 村訂 画 の島硯 的ず 料 特 よシ ヒt  う^

り で わ･5 .

1>>ち　 天理 吊 内 のi',攻. 彩 乖 、 帛入 豪． 毒歿　 田吽k. 瓜　llj り ぶ集殤 の 農瓦 占対

^ こ い^- も･皆詞を。It､ の刑 糾T  l 象c≪､乖 台帳､こよ 乱　 対 象､Il 良う、紅2-/^  九　3  JR､争

ｸに%　 鎖盾 期B.　 昭にリ げh がr  B 一 如t.  r  齢走( 可 置自已記 政経､ )　　 に 降B

～ ／?a 一 調*  t  a  礼

知果　 １､今僕 りI  1  方研 にっい い-f  . 専c ウ 兼生　 叩｜ 種 衆享-・すえ婢 東t　^  z

麺 軋l → 蕉栗 レ う 墓 本 的 脳炎 蔽ノメ ろダ≒　貧 牽 広浪I とい やよI)  も申ま ず橋 み昧 農、

n   1 リ 冪｛ り 和 会的H-  層') 資 凪 かいt 延 齢章-J #'･上 地 舛 ろ少ｲ刀名印 象 象 とI  乙a り と

うヽ 側 必ゼ庄 れ 眺 乱　2 凋 わ こ群・5  農 訓

現 払 の喀1 獅 侶 及* 丿ヽ 穐 の紅 営方 針 が作 用1  I い る．3､ 応吹 り 摩貳り 発晨 に-7   V 1    てり

り-     り 八 現 仁り 奪一息 り 良 認瞰 丿二菓礎 デけ ら れス い る．


